
おおの
広  報

58年経て800号
　大野市が誕生した昭和29年７月
に創刊した市の広報紙は、毎月発
行を続け、今月で800号を迎えま
した。各節目で発行された広報紙
の表紙を紹介します。これからも、
分かりやすい市政情報の発信に努
めますので、ご愛読お願いします。

Ｐ 2　平成24年度当初予算
Ｐ 6　市の機構改革

４月から業務時間変更
市議会構成

Ｐ 8　介護保険料増額
後期高齢者保険料の見直し

Ｐ 9　ブランド戦略策定委員募集
高齢者カフェオープン

Ｐ10　六間通りの整備計画まとまる
Ｐ14　住宅関連支援制度　

など

300号　昭和54年５月1日号
保育園の園庭で元気に遊ぶ子
どもたち

500号　昭和63年３月1日号
六呂師高原雪まつりの「おもし
ろソリ大会」 700号　平成16年1月号

江戸末期から明治にかけて作
られた土人形

100号　昭和37年10月1日号
故福田一氏が、通商産業大臣とし
て初のお国入りで、ふるさと熱狂

１号　昭和29年７月25日号
大野市誕生

平成24年（2012年）NO.800
4月号



　市税は、景気低迷による法人市民税や
固定資産税の減により、昨年度当初比
１億1006万円の減となり、５年連続の
減少です。厳しい予算編成の中、各施策
を確実に推進するため、国・県の交付金
のほか、基金からの繰り入れや市債を活
用して配分しました。
　市の借金である市債は、３億1390万円
の減となりました。

歳　入

自主財源

譲与税・交付金
6億3100万円
3.6％

依存財源

市税
37億1381万円
21.9％

繰入金
12億4267万円
7.3％

諸収入
4億4851万円
2.6％
その他
5億1330万円
3.1％

地方交付税
59億円
34.7％

国・県支出金
31億521万円
18.3％

市債
14億
4250万円
8.5％

会 　 計 　 名 平成24年度予算 対前年比

一　般　会　計 169億9700万円 △4.8㌫

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 40億7750万円  0.3㌫

和 泉 診 療 所 9377万円 15.0㌫

後期高齢者医療 ３億7135万円 1.1㌫

介 護 保 険
（ 保 険 事 業 ） 37億756万円 7.8㌫

介 護 保 険
（ 介 護 サ ー ビ ス ） 1499万円 9.5㌫

簡 易 水 道 １億2170万円 △2.3㌫

農 業 集 落 排 水 ３億604万円 0.3㌫

下 水 道 ９億2110万円 △16.3㌫ 

小　　　　　計 96億1401万円 1.3㌫

水　道　事　業 ２億6070万円 △3.1㌫

総　　　　　計 268億7171万円 △2.7㌫

各会計別予算の規模

福祉手厚く、防災は強化
 ソフト事業充実で地域の宝磨き

　

平
成
24
年
度
の
当
初
予
算
が
、
３
月
定
例
市
議
会
で
可
決
・
成
立

し
ま
し
た
。「
結
と
ぴ
あ
」の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、
子
育
て
支

援
や
地
域
医
療
の
事
業
を
充
実
。
第
五
次
大
野
市
総
合
計
画
で
掲
げ

た
将
来
像「
ひ
か
り
か
が
や
き
、
た
く
ま
し
く
、
心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト
事
業
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

当
初
予
算
ま
と
ま
る

169億9700万円
対前年度  ８億4900万円の減額

一般会計
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　中部縦貫自動車道や国道158号の整備
で、人や物の流れが活発になる将来の“越
前おおの”を見据えて、ソフト事業を中心
に新規20、臨時８の事業を盛り込みまし
た。前年度との比較では、「結とぴあ」開
設による関連事業などで民生費が、１億
5918万円の増。施設整備で大きな補助を
行う農林水産業費も、２億4672万円の増
です。
　総務費は、「結とぴあ」の整備完了など
により、10億2876万円の減となりました。

歳　出

総務費
23億22万円
13.5％

民生費
47億5250万円
28.0％

労働費
2億8974万円
1.7％

衛生費
18億
2359万円
10.7％

農林水産業費
12億2322万円
7.2％

商工費
8億9522万円
5.3％

消防費
5億5780万円
3.3％

予備費
1000万円
0.1％

議会費
2億834万円
1.2％

災害復旧費
200万円
0.0％

土木費
18億4790万円
10.9％

教育費
16億333万円
9.4％

公債費
14億
8314万円
8.7％

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

「いのちの道」「生活の道」「希望の道」中部縦貫自動車道

大野IC（仮称）

　オープンした「結とぴあ」が、市民の皆さまにとって利用しやすく、適切
なサービスを受けることができるよう、しっかりと運営します。
　防災面では、東日本大震災を受けて原発や地震対策はもちろん、雪害対
策についても検討するため、調査事業を予算化しました。
　農業・農村や中心市街地の活性化は、行政としてできるバックアップを
行います。
　「結とぴあ」建設や小中学校の耐震化など、緊急性の高い事業は概ね昨年
度で完了しました。これからは、市民の安全安心の確保と生涯現役社会を
目指して、付加価値のあるまちづくりを進めます。

平成24年度の市政方針
大野市長　岡田 高大
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越
前
お
お
の
地
域
づ
く
り

交
付
金
事
業

　
　
　
　
　
１
３
２
９
万
円

　
　
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
団
体
が

　
企
画
・
立
案
し
た
事
業
に
対
し
、

　
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

越
前
お
お
の
元
気
創
造
事
業
補
助

　
　
　
　
　
　
４
０
０
万
円

　
　
市
民
の
自
主
的
な
事
業
に
補

　
助
し
ま
す
。

市
民
協
働
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
１
３
６
万
円

　
　
市
民
協
働
の
推
進
を
図
る
た

　
め
に
、
モ
デ
ル
事
業
な
ど
を
実

　
施
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
大
野
今
昔
物
語
事
業

　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円

　
　
市
民
が
所
有
し
て
い
る
市
に

　
関
わ
る
出
来
事
や
イ
ベ
ン
ト
の

　
写
真
・
映
像
な
ど
を
収
集
・
保

　
存
し
ま
す
。

文
化
公
演
事
業

　
　
　
　
　
１
０
３
７
万
円

　
　
市
民
が
芸
術
家
を
招
い
た
り

　
自
ら
行
�
た
り
す
る
演
劇
公
演

　
や
音
楽
会
、
展
示
な
ど
に
対
し

　
て
の
補
助
と
、
市
主
催
事
業
の

　
実
施
。
今
年
度
は
市
出
身
の
指

　
揮
者
斉
藤
一
郎
さ
ん
と
、
京
都

　
市
交
響
楽
団
に
よ
る
コ
ン
サ
�

　
ト
を
開
催
し
ま
す
。

国
民
体
育
大
会
運
営
基
金
積
立

　
　
　
　
　
２
０
０
０
万
円

　
　
平
成
30
年
に
福
井
県
で
開
催

　
予
定
の
第
73
回
国
民
体
育
大
会

　
に
向
け
て
、
準
備
の
た
め
に
基

　
金
を
積
み
立
て
ま
す
。

運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
８
２
万
円

　
　
65
歳
以
上
の
運
転
免
許
自
主

　
返
納
者
に
対
し
て
、
ま
ち
な
か

　
循
環
バ
ス
ほ
か
の
無
料
乗
車
券

　
を
３
年
間
交
付
し
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
改
訂
準
備
調
査
事
業

　
　
　
　
　
　
８
６
万
円

　
　
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
準

　
備
を
す
る
た
め
、
基
礎
調
査
を

　
行
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

４
億
２
６
０
２
万
円

　
　
避
難
情
報
や
国
民
保
護
情
報

　
な
ど
を
い
ち
早
く
市
民
に
知
ら

　
せ
る
た
め
、
無
線
を
整
備
し
拡

　
声
器
を
設
置
し
ま
す
。（
平
成

　
23
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
）

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

　
　
　
２
０
０
万
円

　
　
自
主
防
災
組
織
の
運
営
補
助

　
や
研
修
会
を
開
催
。
今
年
度
か

　
ら
、
防
災
資
機
材
の
保
管
庫
整

　
備
に
対
し
て
も
補
助
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
等
事
業
費

　
　
　
　
３
１
３
３
万
円

　
　
市
民
の
生
活
習
慣
病
早
期
発

　
見
や
、
生
活
習
慣
改
善
を
促
進

　
す
る
た
め
に
、
特
定
健
康
診
査

　
や
保
健
指
導
を
実
施
。
今
年
度

　
は
、
40
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
５

　
歳
刻
み
で
対
象
者
を
選
定
し

　
て
、
該
当
者
の
特
定
健
康
診
査

　
無
料
化
を
行
い
ま
す
。

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
スセ

ン
タ
ー
事
業

　
　
　
　
　
２
５
８
８
万
円

　
　
結
と
ぴ
あ
内
に
開
設
さ
れ
た

　
児
童
デ
イ
サ
�
ビ
ス
セ
ン
タ
�

　
の
管
理
運
営
経
費
で
す
。

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　
５
０
万
円

　
　
高
齢
者
を
対
象
に
、
持
病
や

　
服
用
薬
な
ど
の
医
療
情
報
を
入

　
れ
て
冷
蔵
庫
な
ど
に
保
管
す
る

　「
救
急
医
療
情
報
キ
�
ト
」を

　
１
０
０
０
個
配
布
し
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　
　
　
　
　
４
６
０
万
円

　
　
義
景
保
育
園
か
ら
結
と
ぴ
あ

　
へ
移
転
し
て
、
子
育
て
家
庭
の

　
相
談
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

人
が
元
気

　第五次市総合計画を実現するために定めた４つの柱に分けて、平成24年度
の主要事業を紹介します。主 要 事 業

市総合防災訓練（平成23年８月21日　朝日）
今年も８月19日に市内で開催予定

地域づくり交付金を
活用して行われた越
前おおの・九頭竜花
桃回廊プロジェクト
（平成23年５月28日
和泉前坂家族旅行村）
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市
内
路
線
バ
ス
等
運
行
事
業

　
　
　
　
　
６
２
２
９
万
円

　
　
４
月
か
ら
、
ま
ち
な
か
循
環

　
バ
ス
を
本
格
運
行
す
る
ほ
か
、

　
乗
合
タ
ク
シ
�
、
市
営
バ
ス
白

　
山
線
・
和
泉
線
の
運
行
な
ど
を

　
行
い
ま
す
。

越
前
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

策
定
事
業

　
　
　
５
６
８
万
円

　
　
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
推
進
に

　
向
け
た
戦
略
を
策
定
し
ま
す
。

　
※
９
�
に
記
事
掲
載

越
前
お
お
の
ふ
る
さ
と
味
物
語
補
助

　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

　
　「
で
�
ち
羊
か
ん
ま
つ
り
」ほ

　
か
、
食
文
化
や
特
産
品
に
つ
い

　
て
の
催
し
に
補
助
し
ま
す
。

お
い
し
い
福
井
米
づ
く
り
事
業
補
助

　
　
　
４
８
４
２
万
円

　
　
堂
本
に
あ
る
Ｊ
Ａ
カ
ン
ト

　
リ
�
エ
レ
ベ
�
タ
�
の
施
設

　
整
備
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

小
規
模
作
業
道
整
備
事
業
補
助

　
　
　
　
　
　
５
０
万
円

　
　
災
害
な
ど
に
よ
り
、
土
砂
崩

　
れ
が
起
き
た
森
林
作
業
道
を
修

　
繕
す
る
と
き
の
、
機
械
借
り
上

　
げ
料
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

九
頭
竜
温
泉「
平
成
の
湯
」

再
整
備
事
業

　
　
　
９
０
０
万
円

　
　
平
成
の
湯
の
再
整
備
に
向
け

　
て
、
工
事
の
実
施
内
容
や
工
費

　
明
細
な
ど
を
作
成
す
る
実
施
設

　
計
の
委
託
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
い
ず
み
回
帰
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
１
５
９
万
円

　
　
和
泉
地
区
か
ら
県
外
へ
移
住

　
し
た
人
を
対
象
に
、
地
域
情
報

　
を
発
信
し
て
、
ふ
る
さ
と
へ
の

　
回
帰
を
促
し
ま
す
。

橋き
ょ
う
り
ょ
う梁
補
修
事
業

　
　
　
　
　
４
０
０
０
万
円

　
　
八
千
代
橋
と
真
名
川
大
橋
の

　
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
７
０
万
円

　
　
生
ご
み
処
理
機
を
陽
明
中
学

　
校
に
設
置
。
処
理
機
を
利
用
し

　
て
堆
肥
作
り
を
行
い
、
環
境
意

　
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

湧
水
再
生
研
究
調
査
事
業

　
　
　
　
　
　
５
１
３
万
円

　
　
平
成
23
年
度
に
策
定
し
た
越

　
前
お
お
の
湧
水
文
化
再
生
計
画
に

　
基
づ
き
、
地
下
水
位
の
上
昇
や
地

　
下
水
教
育
な
ど
に
つ
い
て
、
各
施

　
策
の
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

化
石
保
存
保
全
調
査
研
究
事
業

　
　
　
　
　
５
９
０
万
円

　
　
和
泉
地
区
に
あ
る
化
石
の
保

　
存
と
保
全
を
行
う
た
め
、
調
査

　
研
究
を
行
い
ま
す
。

庁
舎
建
設
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　
　
３
８
４
３
万
円

　
　
市
庁
舎
建
設
に
向
け
て
、
実

　
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

公
共
施
設
再
編
方
針
策
定
事
業

　
　
　
　
　
７
０
万
円

　
　
小
中
学
校
や
文
化
施
設
な
ど

　
公
共
施
設
再
編
に
向
け
た
方
針

　
を
策
定
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
当
初
予
算
編
成
に

当
た
�
て
は
、
将
来
に
わ
た
�
て

健
全
財
政
を
確
保
し
て
い
く
た

め
、
事
務
事
業
見
直
し
取
り
組
み

調
書
と
事
業
進
捗
の
工
程
表
を
作

成
し
、
昨
年
度
同
様
、
職
員
の
コ

ス
ト
意
識
改
革
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
今
後
も
健
全
財
政
の
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
財
政
課
財
政
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
３
１
）

産
業
が
元
気

自
然
が
元
気

行
財
政
改
革

市の魚「イトヨ」の生息地である湧水地の復活を訴える有終南小の児
童（平成23年10月23日に学びの里「めいりん」で開かれた湧くわく
水サミットin越前おおのにて）

後世に伝えたい豊かな自然と美しい景観
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市
の
機
構
を
改
革

結
と
ぴ
あ
で３

課
が
２
課
に

　
社
会
福
祉
課
・
児
童
福
祉
課
・

健
康
増
進
課
は
、「
結
と
ぴ
あ
」

に
移
転
し
、
福
祉
こ
ど
も
課
、
健

康
長
寿
課
の
２
課
体
制
に
再
編
し

ま
し
た
。

業
務
・
事
務
室
の
変
更

　
生
活
防
災
課
の
業
務
を
見
直

し
、防
災
防
犯
を
専
門
と
す
る「
防

災
防
犯
課
」に
名
称
を
変
更
し
ま

し
た
。
事
務
室
の
場
所
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
で
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
消
費
者
相
談
や

交
通
安
全
対
策
、
越
美
北
線
利
用

助
成
な
ど
の
業
務
は
、
環
境
衛
生

課
か
ら
名
称
を
変
更
し
た「
く
ら

し
環
境
課
」で
行
い
ま
す
。
事
務

室
は
、
下
図
の
と
お
り
別
館
１
階

に
移
転
し
ま
す
。

専
門
室
を
設
置

　
産
業
振
興
課
内
に「
中
心
市
街

地
活
性
化
室
」、建
設
課
内
に
「
湧

水
再
生
対
策
室
」、
ス
ポ
�
ツ
課

内
に「
国
体
準
備
室
」を
設
置
し
ま

し
た
。

問
　
総
務
課
職
員
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
２
）

事
務
室
も
一
部
変
更

　

４
月
か
ら
、
市
役
所
の
機
構
・
事
務
室
が
一
部
変
わ
り
ま

し
た
。
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
機
能
を
備
え

た「
結
と
ぴ
あ
」（
有
終
会
館
）内
に
関
係
課
を
配
置
し
た
こ
と

や
、
防
災
対
策
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
に
体

制
と
事
務
室
を
変
更
。
湧
水
再
生
や
中
心
市
街
地
活
性
化
、

国
体
準
備
な
ど
の
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
専
門
室

も
設
置
し
ま
し
た
。

結とぴあ（有終会館）

市民課ロビー

正面入口
入口

池

三
番
通
り

多
目
的
ホ
ー
ル

談話室
中会議室

（旧）生活防災課
防災防犯課

三
番
通
り

主な業務

主な業務

地域子育て支援
センター

喫茶室

福祉こども課

健康長寿課
（社会福祉協議会）

正面
入口▶

▶

▶

くらし環境課 行政
委員会(旧)児童福祉課

トイレ

ホール

別館入口

会議室

渡り廊下

主な業務

消費生活相談、越美北線利用
助成、交通安全、環境保全、
ごみ収集、し尿処理など

子育て支援、保育所、子ども
医療費、児童扶養手当、生活
保護、障害者福祉など

母子健康手帳、健康づくり、
予防接種、老人クラブ、老人
福祉、介護予防、介護保険、
地域包括支援センターなど

別館１階本館１階市役所

主な業務

自主防災組織、防災対策、
災害救助、防犯灯の設置、
防犯対策、克雪市民会議など
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市
民
課
窓
口
の
延
長
は
、
祝
日

法
に
よ
る
休
日
と
年
末
年
始
を
除

く
月
曜
日
と
木
曜
日
の
、
午
後
５

時
15
分
か
ら
８
時
ま
で
行
い
ま

す
。
各
種
証
明
書
の
発
行
や
印
鑑

登
録
な
ど
が
で
き
ま
す
。

　
・
住
民
票
の
写
し
・
住
民
票
記

　
載
事
項
証
明
・
印
鑑
登
録
証
明

　
書
・
印
鑑
登
録
・
戸
籍（
除
籍
）

　
の
謄
抄
本
・
身
分
証
明
書
・
所

　
得
課
税
証
明
書
・
納
税
証
明
書

　
な
ど

　
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
住
民

異
動
の
届
出
と
、
保
険
や
年
金
に

つ
い
て
の
業
務
は
、
延
長
時
間
中

は
取
り
扱
え
な
い
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
第
３
７
９
回
定
例
市
議
会
が
、

３
月
５
日
か
ら
26
日
ま
で
開
か

れ
ま
し
た
。
議
長
、
副
議
長
の

選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
川
端

義
秀
氏
、
副
議
長
に
前
田
政
美

氏
を
選
出
。
各
常
任
委
員
会
や

議
会
運
営
委
員
会
な
ど
の
構
成

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
条
例
制
定
・

改
正
議
案
な
ど
の
審
議
結
果
は
、

「
広
報
お
お
の
」５
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
川
端
氏
は
、
平
成
15
年
に
市

議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
第
45

代
副
議
長
を
務
め
た
ほ
か
、
民
生
環
境
常
任
委
員
会
の
委
員
長
な
ど

を
歴
任
。
現
在
３
期
目
で
す
。

　
前
田
氏
は
、
平
成
19
年
に
市
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
総
務
文
教
・

産
経
建
設
常
任
委
員
会
の
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
現
在
２
期
目
で
す
。

各常任・議会運営委員会の構成（敬称略。◎は委員長、○は副委員長）

前田 政美 副議長

川端 義秀 議長

定
例
市
議
会

議
長
に
川
端
氏
、
副
議
長
は
前
田
氏

議会運営
委 員 会

常　任　委　員　会
民生環境 産経建設 総務文教

◎
島
口
　
敏
榮

○
松
原
　
啓
治

　
永
田
　
正
幸

　
本
田
　
　
章

　
畑
中
　
章
男

　
砂
子
　
三
郎

　
榮
　
　
正
夫

◎
宮
澤
　
秀
樹

○
山
﨑
　
利
昭

　
梅
林
　
厚
子

　
永
田
　
正
幸

　
前
田
　
政
美

　
本
田
　
　
章

◎
兼
井
　
　
大

○
髙
岡
　
和
行

　
松
田
　
元
栄

　
松
原
　
啓
治

　
浦
井
　
智
治

　
砂
子
　
三
郎

◎
藤
堂
　
勝
義

○
畑
中
　
章
男

　
石
塚
　
淳
子

　
川
端
　
義
秀

　
島
口
　
敏
榮

　
榮
　
　
正
夫

市役所の業務時間
４月１日から変更

時間が変更になる施設 変　更　後

市役所本庁舎

午前
８時30分

～

午後
５時15分

和泉支所

各公民館

地域包括支援センター
（結とぴあ内）

保健センター
（結とぴあ内）

農村婦人の家
（小山公民館併設）

農業者健康管理センター
（富田公民館併設）

農村環境改善センター
（上庄公民館併設）

山村開発センター
（和泉公民館併設）

視聴覚ライブラリー
（学びの里「めいりん」内）

　４月１日から、職員の勤務時間の変更に伴い、市役所や
支所、公民館などの業務時間が変わりました。
問　総務課職員係（☎66・1111内線242）

市
民
課
窓
口
の
延
長

従
来
ど
お
り
月
木
実
施
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市
で
は
、
４
月
か
ら
介
護
保
険

料
を
改
定
し
ま
し
た
。
上
記
の
と

お
り
保
険
料
の
基
準
額
や
所
得
段

階
な
ど
を
変
更
。
要
介
護
者
の
増

加
や
、
介
護
事
業
所
の
増
加
に
よ

り
、
介
護
サ
�
ビ
ス
の
給
付
費
が

増
え
た
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
の

改
定
で
す
。

　
保
険
料
の
段
階
表
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。
計
算
方
法
な
ど
に
つ

い
て
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
改
定

後
の
保
険
料
は
平
成
26
年
度
ま
で

継
続
し
ま
す
。

問
　
健
康
長
寿
課
長
寿
係

　（
☎
66
・
６
６
３
１
）

　
75
歳
以
上
と
、
65
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
を

対
象
に
運
営
さ
れ
て
い
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
。
２
年
ご
と
に
見

直
す
こ
と
に
な
�
て
い
る
保
険
料

率
が
決
ま
り
ま
し
た
。

①
保
険
料
率
は
据
え
置
き

　
平
成
24
・
25
年
度
の
保
険
料
率

　
均
等
割
額
　
４
万
３
７
０
０
円

　
所
得
割
率
　
７
�
９
０
�

　
医
療
費
は
、
窓
口
で
の
自
己
負

担
額
の
ほ
か
、
保
険
料
と
国
・
県
・

市
町
の
公
費
、
他
の
健
康
保
険
か

ら
の
支
援
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
年
額
は
、
県
内
の
被

保
険
者
全
員
が
均
等
に
負
担
す
る

「
均
等
割
額
」と
、
被
保
険
者
の
所

得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得
割

額
」の
合
計
額
で
す
。

②
保
険
料
の賦課

限
度
額
を
変
更

　
課
税
の
上
限
額
で
あ
る
賦
課
限

度
額
は
、
50
万
円
か
ら
55
万
円
に

引
き
上
げ
ま
す
。

③
保
険
料
の
軽
減

　
所
得
の
少
な
い
人
や
社
会
保
険

な
ど
の
被
扶
養
者
だ
�
た
人
は
、

平
成
24
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
く
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
０
７
７
６
・
54
・
６
３
３
０
）

　
市
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
８
）

！保険料の基準額を月額4,200円から5,100円に
引き上げ
これまで８段階だった
所得段階を９段階に細
分化

◎

◎

◆主な変更点
第５期介護保険事業　24年度から３年間

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
率
２
年
間
の
据
え
置
き

介護保険料基準額を900円増額

対象者 保険料
（月額） 計算方法

第１段階 ・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で市民税非課税世帯 2,550円 基準額5,100円

×0.50

第２段階
市民税非課税世帯で、本人の前年の課
税年金収入額と合計所得金額の合算額
が80万円以下

2,550円 基準額5,100円
×0.50

第３段階
市民税非課税世帯で、本人の前年の課
税年金収入額と合計所得金額の合算額
が80万円超120万円以下

3,570円 基準額5,100円
×0.70

第４段階
市民税非課税世帯で、本人の前年の課
税年金収入額と合計所得金額の合算額
が120万円超

3,825円 基準額5,100円
×0.75

第５段階
同じ世帯に市民税課税者がいるが、本
人は市民税非課税で、課税年金収入額
と合計所得金額の合算額が80万円以下

4,335円 基準額5,100円
×0.85

第６段階
同じ世帯に市民税課税者がいるが、本
人は市民税非課税で、課税年金収入額
と合計所得金額の合算額が80万円超

5,100円 基準額

第７段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得
金額が125万円未満 5,865円 基準額5,100円

×1.15

第８段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得
金額が125万円以上190万円未満 6,375円 基準額5,100円

×1.25

第９段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得
金額が190万円以上 7,650円 基準額5,100円

×1.50
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市
で
は
、
越
前
お
お
の
が
さ
ら

に
魅
力
あ
る
ま
ち
と
な
る
た
め
に

今
年
度
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。
市
が
誇
る
素

材
全
て
を
越
前
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
磨
き
上
げ
な
が
ら
、
そ
れ

を
土
台
と
し
た
市
全
体
の
イ
メ
�

ジ
を
創
り
上
げ
る
予
定
で
す
。

　
多
く
の
人
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
、
戦
略
の
検
討
を
進
め
る
た
め

に
、
戦
略
策
定
委
員
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
２
人

対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

　
・
市
内
に
在
住
か
勤
務
し
て
い

　
　
て
、
平
成
24
年
４
月
１
日
現

　
　
在
18
歳
以
上

　
・
戦
略
の
策
定
に
、
積
極
的
に

　
　
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
人

　
・
継
続
し
て
委
員
会
に
出
席
で

　
　
き
る
人（
委
員
会
は
夜
間
や
土

　
　
日
に
開
催
す
る
こ
と
も
あ
る
）

　
・
応
募
日
時
点
で
、
市
が
行
�

　
　
て
い
る
他
の
審
議
会
な
ど
の

　
　
公
募
委
員
を
、
２
件
以
上
委

　
　
嘱
さ
れ
て
い
な
い
人

募
集
期
間
　
４
月
２
日
月
�
25
日
水

応
募
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
氏
名

　
と
年
齢
、
性
別
、
住
所
、
電
話

　
番
号
、電
子
メ
�
ル
ア
ド
レ
ス
、

　
会
社
名
・
学
校
名
、
４
０
０
字

　
程
度
で
応
募
理
由
を
記
入
し
て

　
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
へ
持
参
か
郵

　
送
、
フ
�
ク
ス
、
電
子
メ
�
ル

　
で
申
し
込
む
。
和
泉
支
所
や
各

　
公
民
館
へ
の
持
参
も
可
能

　
※
応
募
用
紙
は
市
役
所
や
和
泉

　
支
所
、
各
公
民
館
に
置
い
て
あ

　
り
ま
す
。
市
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
か

　
ら
も
入
手
可
能

任
期
　
戦
略
を
策
定
す
る
ま
で
で

　
７
回
程
度
開
催
予
定

報
償
　
会
議
１
回
の
出
席
に
つ
き

　
５
�
０
０
０
円（
所
得
税
込
み
）

選
考
　
書
類
選
考
。
結
果
は
５
月

　
上
旬
に
本
人
に
通
知

問
　
行
政
戦
略
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
ブ
ラ
ン
ド
推
進
係

　
〒
９
１
２
│
８
６
６
６（
住
所

　
を
書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

　（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
４
）

　（
Ｆ
Ａ
Ｘ
65
・
８
３
７
１
）

　
電
子
メ
�
ル  b

ra
n

d
@

c
ity.

　fu
ku

i-o
n

o
.lg

.jp

越
前
お
お
の

　
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
策
定
委
員

　福祉ボランティアグループ「ちまた」が運営する高齢者まちなかカフェが、４月10日にオープンします。「市内に
たくさんいるお年寄りが、笑顔で過ごせる場所に」との願いが込められたカフェの内容についてお知らせします。

高齢者まちなかカフェ“ちまた”
４月10日オープン!

オープンに向けて、打ち合わせをするスタッフ（３月10日　高齢者まちなかカフェ「ちまた」）

募 集

　「ちまた」は三番通り沿いで、石灯籠通りとの交差

点付近にあります。所在地周辺の字
あざ

名が「知
ち ま た

真多」で

あることと、まちの中心という意味をかけて、グルー

プ名と店名を「ちまた」にしました。

　有志５人で昨年１月に会を発足。施設は、会員の

１人が無償提供した約44平方㍍の空き家を借り上

げ、県の補助金を活用して、準備を進めてきました。

　開設日は、毎週火曜日と金曜日の午前10時から午

後５時（11月～３月は午後４時）までです。施設利用

料は１回200円。コーヒーや紅茶、ジュースなどと

菓子が提供され、会話やカラオケなどで楽しいひと

ときを過ごすことができます。

　グループ会長の松田光代さんは「高齢者が気軽に集

える場所が必要だと、以前から考えていました。店

では会話を大切にしたいですね。ちまたを起点に、

高齢者が元気にまちなかを行き来し、にぎやかにな

れば」と話してくれました。

　ちまたは、高齢者や障害者をはじめ、地域の人た

ちなど誰でも利用することができます。

人、歴史、文化
　伝統、自然環境、食
　　市全体が魅力の宝庫
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六
間
通
り
の
寺
町
か
ら
結
ス

テ
�
シ
�
ン
ま
で
の
間
は
、
片
側

２
車
線
で
、
歩
道
を
含
め
る
と
約

25
�
あ
り
ま
す
。
こ
の
広
い
道
幅

は
、
明
治
21
年
４
月
８
日
と
、
32

年
６
月
18
日
に
発
生
し
た�
大
野

町
の
大
火
�に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　
２
度
の
大
火
を
教
訓
に
当
時
の

大
野
町
は
、
六
間
通
り
で
防
火
対

策
を
実
施
。
道
幅
を
約
25
�
に
広

げ
、
中
央
に
約
７
�
の
空
き
地
と
、

両
側
に
約
５
�
の
人
道
を
造
り
ま

し
た
。

　
時
を
経
た
現
在
の
六
間
通
り
は
、

市
の
中
心
部
を
走
る
幹
線
道
路
。

通
り
の
特
徴
を
生
か
し
て
、
お
お

の
城
ま
つ
り
の
会
場
や
各
パ
レ
�

ド
の
コ
�
ス
と
な
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
用
途
に
も
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

の
一
環
と
し
て
、
六
間
通
り
の
利

活
用
策
を
以
前
か
ら
検
討
し
て
い

ま
し
た
。

だれもが安心で、楽しく
にぎわいのある六間通りへ

住
民
の
意
見
反
映
し
計
画
ま
と
ま
る

歴
史
あ
る
道
の
幅

　平成22年３月から検討されてきた六間通り（国道476号）
の整備計画がまとまりました。整備を行うのは、上神明交
差点から結ステーション東側までの約1.2㌔です。新たな
にぎわいの場として大きく変化する城下町のシンボル道
路。整備計画内容についてお知らせします。
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道
路
幅
を
生
か
し
た
、
魅
力
あ

る
空
間
の
整
備
方
針
は
、
２
年
前

に
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
県
が
六
間
通
り
歩
道
の
バ
リ
ア

フ
リ
�
化
事
業
を
計
画
し
て
い

る
の
に
合
わ
せ
て
、
市
は「
六
間

通
り
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」

を
平
成
22
年
３
月
に
発
足
。
沿
線

の
区
や
関
係
団
体
の
代
表
、
公
募

に
よ
る
市
民
、
行
政
機
関
な
ど
34

人
の
委
員
で
、
平
成
22
年
３
月
14

日
か
ら
23
年
３
月
29
日
ま
で
の
間

に
、
計
６
回
の
検
討
委
員
会
を
開

き
ま
し
た
。

　
ま
ち
を
歩
い
て
課
題
を
把
握
し

た
り
、
模
型
を
使
�
て
い
ろ
い
ろ

な
案
を
検
討
し
た
り
し
て
、
整
備

方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
方
針
を
基
に
、
県
は
昨
年

度
に
４
回
の
デ
ザ
イ
ン
設
計
会
議

を
開
催
。
方
針
を
具
体
化
し
た
整

備
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。

問
　
県
奥
越
土
木
事
務
所
道
路
保

　
全
課
（
☎
66
・
８
１
３
６
）

　
建
設
課
建
設
整
備
係

 

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
４
２
）

検討委員会でまとめた整備方針を岡田市長に報告する福井
大学工学部教授の野嶋慎二委員長（平成23年５月12日）

～基本理念～

だれもが安心で、楽しく賑
に ぎ

わいのある六間通り
計画内容
・
・
・
・
・

・

安心安全のために交差点照明を設置。
交差点部の信号や照明は集約し、すっ
きりとしたデザインに

結ステーション前交差点はまちなかへの
玄関口として、シンボルとなる木を設置

結ステーション前交差点～寺町交差点
（結ステーション側から）

現 況

整 備 後

～基本理念～

だれもが安心で、楽しく賑
に ぎ

わいのある六間通り

六間通り整備計画

１
年
掛
け
て
整
備
方
針
検
討

電線類を地中化します
歩道や自転車通行帯は、石畳風の舗装とします
水のモニュメントを３カ所に設置します
信号機や道路照明、車止めなどの色は茶系とし、統一感を出します
縁石に変えて車止めを設置します。車止めは、除雪の邪魔にならない
よう脱着式にします
街路樹は、イヌシデやナツツバキなど大野自生種とします
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ひと休みしたくなる各交差点の付近に、
大きくゆとりのあるベンチを設置

水のモニュメントを設置

モニュメント設置３つの思い

 来訪者を貴重な美しい水でもてなす、市民
の豊かな心を表現する場所

 水との触れ合いを通じて、世代や地域を超
えて心ほぐれた人の交わりが生まれる場所

 水が大野市民の生活に息づき、大切に利用
されていることが感じられる場所

自転車道や植樹帯は、降雪時の雪ため
場所としても活用

結ステーション前交差点～寺町交差点
（三番交差点付近）

結ステーション前交差点～寺町交差点
（五番交差点付近）

　生まれ変わる六間通りは、湧水の水循環のあり様を表現することで、来訪者
が五感で楽しみ、人と人との交流が生まれる水空間にしたいと考えています。

石畳の風格にこだわります石畳の風格にこだわります石畳の風格にこだわります

大きくゆとりのあるベンチを設置

水のモニュメントを設置水のモニュメントを設置

現 況

現 況

整 備 後

整 備 後

モニュメント設置

水

水

水

でもてなす

と触れ合う

文化を感じる

越前大野城の眺望を確保するために、
樹木の高さを抑え、電線類は地中化

車道と歩道の段差を無くし、
安心して歩くことができるようにする

車道は２車線とし、ゆとりのある歩道幅を確保
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　六間通りの広さを生かして、公園道路みたいな空
間にできないかと考えていました。交通面などでの
調整が大変で、実現は難しいだろうと思っていまし
たが、委員会でまとめた整備方針が概ね県の計画に
反映されたので、喜んでいます。
　人口減少や経済の後退などにより、車の通行量が
減少したとしても、新しい六間通りでは遊びの空間
を提供することで、市民や来訪者の心に響く場所に
なってほしいと思います。高齢化が進行していくた
め、憩いの場所も必要です。人が集い、憩いの場所
になることを期待します。

明倫町５区を代表して、
六間通りまちづくり検討委員
会委員を務めた
鳥山 泰弘 さん

憩いの場所になることを期待

観光ボランティアガイド大
野を代表して、六間通りま
ちづくり検討委員会委員を
務めた
桐林 三喜雄 さん

珍しさで観光リピーターが生まれる水を感じ、人が集う場所へ
　４年後の完成目指して整備始まる

寺町交差点～上神明交差点
（大和町付近）

　寺町交差点から上神明交差点までの区間は、
３月から工事が始まっています。順次整備を行
い、平成25年度に完成する予定です。
　結ステーション東側から寺町交差点までの区
間は、工事を行うための実施設計を今年度から
開始。自動車乗り入れ場所の調整や、電線類を
地中化するために、引込線位置などの調整も行
います。工事は、平成25年度から始まり、28年
度に完成する予定です。
　JR越前大野駅と結ステーションを結ぶ六間
通りは、散策しやすく、集いやすく、憩える場
所へと整備が始まりました。通りの歴史を踏ま
え、緊急時にも車両通行が可能な、防災道路と
しての機能も備えます。
　市では、シンボル道路の整備と合わせて、今
後も中心市街地活性化対策を進めます。市民が
集い、来訪者が結ステーションや城下町東広
場、各通りなどを周遊することで、にぎわうま
ちなかを目指します。

　寺町交差点からJR越前大野駅までの整備は、
歩行空間を広げるために、街路樹植栽を行いま
せん。石畳風の舗装で、歩道と自転車通行帯を
設けます。
　JR越前大野駅から上神明交差点までは、ゆと
りのある歩道の幅を確保し、歩道部に縁石を立
ち上げます。
　いずれの区間も車道と歩道の段差をなくし、
安心して歩くことができるよう整備します。

　観光ボランティアとして観光案内をすると、来訪
者からは「御清水へ行きたい」とよく言われます。水
への興味がとても高いので、委員会では「水の大野」
を印象付ける整備を提案しました。
　整備計画には、水のモニュメント設置や石畳舗装
の資材を大野産にすることなどが示されました。こ
のちょっとした珍しさが観光客の興味を引き、また
〝口コミ〟で聞いた人たちが訪れたいという気持ち
を起こします。観光は総合産業です。地域の人が多
く関わることで、観光地としての魅力がより高まる
ので、通りのリニューアルが楽しみです。
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木
造
住
宅
耐
震
診
断
等

促
進
事
業

　
一
戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
や
、
補
強
プ
ラ
ン
作
成
の
費
用

に
対
し
て
補
助
。
個
人
負
担
金
額

は
２
�
０
０
０
円
。
事
業
実
施
前

に
申
請
が
必
要
。

締
切
　
９
月
28
日
金

木
造
住
宅
耐
震
改
修

促
進
事
業

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
補

強
の
必
要
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た

木
造
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震
改
修

工
事
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
補

助
。
工
事
は
市
内
業
者
に
限
る
。

工
事
着
手
前
に
申
請
が
必
要
。

　
◯
住
宅
全
体
の
耐
震
改
修
工
事

　
　
の
補
助
金
額
は
、
工
事
に
必

　
　
要
な
費
用
の
３
分
の
２
以
内

　
　
で
、
上
限
額
は
60
万
円

　
◯
住
宅
１
階
部
分
の
み
の
耐
震

　
　
改
修
部
分
補
強
工
事
は
、
工

　
　
事
に
必
要
な
費
用
の
２
分
の

　
　
１
以
内
で
、上
限
額
は
50
万
円

締
切
　
６
月
29
日
金

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等除

却
事
業

　
道
路
に
面
し
た
高
さ
１
�
以

上
の
、
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
ブ

ロ
�
ク
塀
な
ど
を
除
却
す
る
場

合
、
必
要
な
費
用
を
補
助
。
補
助

金
額
は
、
工
事
に
必
要
な
費
用
の

２
分
の
１
か
、
１
平
方
�
当
た
り

４
�
０
０
０
円
×（
除
却
す
る
塀

の
面
積
）の
い
ず
れ
か
安
い
額
で
、

上
限
５
万
円
。
工
事
は
市
内
業
者

に
限
る
。

締
切
　
12
月
28
日
金

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

調
査
事
業

　
分
析
機
関
に
対
し
て
支
払
う
ア

ス
ベ
ス
ト
調
査
に
必
要
な
費
用
に

対
し
て
補
助
。
補
助
金
額
の
上
限

は
、
１
棟
当
た
り
25
万
円
。
事
業

実
施
前
に
申
請
が
必
要
。

締
切
　
９
月
28
日
金

越
前
お
お
の
定
住促進

事
業

　
地
域
を
元
気
に
す
る
一
策
と
し

て
定
住
を
促
進
し
ま
す
。
転
入
者

や
40
歳
以
下
の
人
が
、
新
築
や
中

古
住
宅
購
入
、
購
入
中
古
住
宅
の

リ
フ
�
�
ム
を
行
う
場
合
、
工
事

費
の
一
部
を
補
助
。
新
築
と
中
古

住
宅
の
購
入
は
、
右
図
の
城
下
町

地
区
内
と
地
区
外
で
補
助
率
が
異

な
り
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
始
ま
�
た
新
婚
世

帯
同
居
支
援
事
業
は
、
市
内
で
父

母
や
祖
父
母
な
ど
と
同
居
す
る
た

め
の
リ
フ
�
�
ム
工
事
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

問
　
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

 

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
６
）

住
宅
の
取
得
や
耐
震
化
を
支
援

　
平
成
24
年
度
の
住
宅
・
建
築
物
関
連
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
工
事
着
手
前
に
申
請
が
必
要
な
制
度
が
あ
る
た

め
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
件
数
に
達
し
た
場
合
は
、
締
め

切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
補
助
を
受
け
る
た
め
の
条
件
や
制

度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
早
め
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

亀山公園

三番交番

越前大野城
学びの里
「めいりん」

大野
市役所

越前
大野駅

※城下町地区
・元町、本町、要町の全域
・泉町、城町、明倫町、錦町、
　大和町、日吉町、弥生町、
　天神町の一部

六間通り

三
番
通
り

種別 城下町地区（上図参照） 城下町地区以外

新築住宅
住宅取得価格の１/20

(100万円上限)
住宅取得価格の１/20

(50万円上限)

中古住宅
住宅取得価格の１/10

(50万円上限)
住宅取得価格の１/10

(25万円上限)

中古住宅の
リフォーム

リフォーム工事費の１/10
（50万円上限）

リフォーム工事費の１/10
（25万円上限）

※新築住宅の施工業者が市外業者の場合、補助限度額は

　城下町地区が50万円、城下町地区以外が25万円

※中古住宅と新婚世帯同居のリフォーム工事は、市内業

　者に限る

城下町地区図

種別 市内全域

新婚世帯同居のリフォーム
※所得制限があります

リフォーム工事費の１/３
（50万上限）
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阪谷小児童の田植え体験

地域特産物小規模生産者支援事業補助

農業農村活性化支援モデル事業補助

里芋生産拡大支援事業補助

　特産作物の栽培に、積極的に取り組む小規模農家
などを対象に、機械や施設などの導入に対する支援
を行います。

　農村が意欲と活力を取り戻すための取り組みを支
援。営農やコミュニティ活動が活発になる事業を積極
的に行おうとする、モデル的な集落などに対して助成
します。

　市の特産作物である里芋の栽培に、積極的に取り
組む農家などを対象に、機械などの導入に対する支
援を行います。

補助金額　補助対象経費の３分の１以内で、１組織
　につき上限30万円
対象者　認定農業者や農業生産組織の構成員ではな
　い小規模農家や、その農家で構成された生産者グ
　ループ
対象作物と機械　作物は、里芋とナス、キク、穴馬かぶ
　ら、穴馬スイートコーン。機械は、防除機や肥料散布
　機、畝立機など作物を栽培するために必要な機械・
　施設
締切　５月11日金

補助金額　補助対象経費の３分の２以内で、１組織に
　つき上限30万円。３年間継続して支援を受けること
　が可能。実施主体組織の形態により、補助金額が異
　なる
対象者　自治会や農家組合、農業生産法人など
補助対象となる取り組み　組織が農業や農村を活性化
　するため、　自主的に取り組む活動に必要な経費
　（例）集落営農活性化に向けた取り組みや、コミュニティ
　　　活動の維持向上に対する取り組みなど
締切　６月29日金

補助金額　補助対象経費の２分の１以内で、１組織
　につき上限100万円、下限は25万円
対象者　次の規模拡大を行う個人農家やその農家で
　構成された生産者グループ、法人、集落営農組織
　①作付面積が 17㌃未満の場合は、20㌃以上
　②作付面積が 17㌃以上の場合は、1.2倍以上
対象となる機械　管理機や定植機、畝立機など
締切　５月11日金

農業と農村を“元気”に
５つの事業で応援
問　農業農村振興課
　（☎66・1111内線314・316・317）

農産物加工販売支援事業補助
　市内で生産された農産物の加工や、販売に取り組む
農家などを対象に、施設や機械などの導入に対する
支援と、農産物加工品の販売に対する奨励金を交付
します。

補助金額　施設等整備の補助額は、補助対象経費の２
　分の１以内で、１組織につき施設整備が上限200万
　円。機械整備が上限100万円。奨励金は、１年目は
　販売額の10㌫、２年目は販売額の７㌫、３年目は販
　売額の５㌫を交付
対象者　農産物の加工や販売に取り組む、農家や生産
　者グループ、法人など
対象となる加工品や施設、機械　加工品は総菜品やみそ
　加工品、米粉パン、漬物など。施設・機械は、加工施設（室）
　や冷凍（蔵）庫など
締切　６月29日金

有機農業推進事業
　安全で安心な農産物の生産を振興するため、認定機
関から有機JAS認定を取得する際に掛かる費用につい
て助成します。
補助金額　有機JASの認定取得に掛かる費用の２分の
　１以内を助成。上限５万円
対象者　市内に住所がある農業者や、農業者で組織す
　る営農集団
締切　５月31日木
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